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（1）創　．始　期

－我国獣医学の創めは明かでなく、只＿神話伝説によって⑱み、その一端

を知るのである。そこ、に神話の値うちがあると云える。そして私は系統的

に日本獣医学史を作りあげ、この学問の基礎ずけを行なうこととした。先

ず始めて獣医治療術を手力皇けたのは、神話伝説の中に出てくる大国主命

（おおくにぬし哩）うこと）によるもので、兎が皮をはがれ鳴いているのを

治療したわけである。そして、大国主命は更に少彦名命（すくなひこなの

みこと）と力をあわせて日本の畜産のために獣畜の健康と病気治療に尽し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アたのである。勿論人々の生存や家畜、農業のために色々計画し、その発摩

を図ったので、人畜の治療はその一部分に過ぎないわけであった。

　この頃から治療薬として草根木皮57種が繭発され、人の治療のみなら

ず獣医術の実施に役立ったものである。

（2）太子流の始め　　．’

　第55代推古天皇の頃（西歴595年）に高麗（こま）の僧恵慈が入国

し、聖徳太子（三戸皇子，（うまやどのおうじ〉並に橘猪弼（たちばなえの

すけ）が恵慈について療馬の法を学んだ。即ち太子（たいし）と、太子の

命令による橘の両人が今の朝鮮から来た僧によって馬医術を学んだもので、

こQ術は太芋流として後世に伝えられた。
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　　当時は三韓と朝鮮を呼び高躍はその二部である・そ．してゼここから医、

　獣医の術や馬匹が輸入さ九たけれども、その元は今の中華人民共和国即ち

　．中国大陸にあったので．中国の学問が韓国を経て日本に入ったものと見て

　よい。

　　（5）大宝律令と獣医の制度

　　第58代天智天皇の時代（回歴667年）に律令12巻を発布した。

　　文武天皇の大宝2年（西歴701年）にこの法令を完成して大宝律令一

　　（たいほうりつれい）と称した。その従8位の部に馬医師があり、一つの

　官等が与えられた。そめ第25篇が厩牧令で病馬のこと、馬薬療病のこと

　が定められていた。又、元正天皇の頃（719年）に左右馬療の馬医が笏

．　（しやく）を持つことが記されている。

（4）中国大陸からの’ b医術輸入

　かくて韓国から、その後中国大陸から、’色々な物資、書類などが輸入さ

れたが．中に獣医術に関するものもあった。中国の医術は始め4種に別れ

疾医、瘍医、食医、獣医がそれで、1は内科、2は外科、5は食品衛生、

4が獣医術であった。そして中国獣医の始祖（はじめ）は馬師皇（ばしこ

う）と云い、黄帝（こうてい）時代の人であるから、今から400〔年以前

と考えられる。又、馬師問（ばしもん）は．r馬経大全」なる書物を著した

が、これは春蝉、夏集、秋集、冬集に区分され、その中には疵痛、破傷風、

潤晴虫などの治療法が書かれてある。

　これらの本を始め種々の獣医書が日本に輸入され、’日本獣医術の進歩に

貢献したので、それらの書物の内容も小著に記述した。

　前記の黄帝（こうてい）は4，00『　　年荊に始めて中国に’国家を造っ
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た人で、馬師皇に種々獣医術を質問した。r馬経大全」の出版は西歴

1519～1336年以後と考えられる。

（5）平仲国の入唐（中国へ入国）

　桓武天皇の頃（西堺804年差肥後の人、硯山左近将監（すずりやま・

さごんしょうげん）平仲国（たいら・なかくに）は中国大陸に入り大挙・

（だいえん）なる獣医について馬療の術を受けて帰国し、その子安国（あ

んこく）、晦心（がんしん）、弟子（でし）の道義（みちよし）らにこの

術を伝え、門弟も多くなった。挙国と安国、川裾の5人で『仲国百問答）

が此頃に著された。

（6）延喜式と馬医

　第60’代醍醐天皇の頃（西歴905年）に延喜式（えんぎしき）が発令

され、その中の宮雪叩中に、馬寮の官員に年酒（としさけ）を賜る所謂白

馬の節会（せつえ）なるものがある。延喜式第48巻に左右馬寮の篇あ？、

毎祭に官人が1人、馬医を引率して供し（ともし）奉ること、又、馬の薬、

馬陸、騎士、馬部（うまべ）を供（とも）とすべき箇条があ咲馬医が騎

手や牧夫を後にお供（おとも）をした様子が出ている。

（7）馬蹄の磨減防止

　保元から平治の頃（1156～1159）には、馬蹄を保つために、馬を石

だだみの厩に入れ或は河原に引き入れ、よしをたいて蹄を焼き硬化するこ

とを図った。これによって蹄の磨滅を防いだ記録が松原博士の著述に見え

ていることによって、蹄鉄の無かった時代がしのばれる。
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　（8）「馬医絵巻』

　亀山天皇の文永4年（西歴1267年）．に西阿（せいあ）から七郎兵衛忠　　・

泰に『馬医絵巻」なる絵巻物を与えた。馬医の宝物というべきもので、秘

事口伝（くでん）、秘薬草、馬継肖像など書か1れ、弟子に相伝えたもので

・ある。秘伝書とセも云うものであろう。

（9）桑　島　流

　前述平仲国（たいら・なかくに）から18代の心海入道政近（桑島政近

’と通称）は、自らの姓を藤原（ふじわら）と改め、当時有名な馬医であっ

たが、姓を桑島とも云い、この名を以て主医の流派と定め、弟子が皆伝

（かいでん）を終ると、この姓が与えられることにした。即ち桑島の流祖

であり、今日でも、桑島の姓名を持つものには、この後継者の子孫を見る

ことが出来る。

　奥州の伊達門司（だてもじ）の桑島（新右衛門尉）仲綱は、正親町（お

おぎまち）天皇の頃（画歴1557年）にr陰面図説』（写本1冊）を赤塚

雅楽助（あかっか・うたのすけ）に与えたが、これには馬体各部の名称及

び療治の療法が書かれている。

GO）大　坪流

　中御門（なかみかど）天皇の享保2年（西歴1717年）に大坪流の『武

馬必用』が著された。本書は木版で5冊からなる立派な本であり、その第

5巻医馬の中に獣医の名が始めて出ている。それまでは馬医、馬医師と云

ったものである。寸義家（みなもとのよしいえ）が馬を医する書を作るに

際し三戸の皇子（うまやどのおうじ）即ち前に述べた聖徳太子著述の『医
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綱本記』を本としたそうで、義家が馬医の術を究めたこともうかがえるし、

大坪流が太子流を元としたことも知られるのである。

（11）　『良薬馬療弁解』

　上記ρ書物はボケツト判の獣医書と云うべく、良く出廻っている古書で

ある。享保17年即ち第114代中御門天皇の頃（西歴1705年）に出版

され洛隠士（らくいんし）、似山子（じざんし）の編集するところである。

（12）犬医師の職制

　霊：元、延宝の頃も即ち5代将軍徳川綱吉の時代（西歴1680～1687

年）には東京（当時は江戸）四ツ谷に病馬厩を設けたり、同じく中野に犬

収容所を作ったりしたが、この時犬医師なる職制が出来た。勿論馬医の如

く中国の流れをくむ術に終始したとは云い、相当の研究を積み秘伝を授っ

て医術を施したわけだが、この犬医師に杢っては何等の研究もないものが

明日直ちに犬医師となることも出来た。5代将軍の生物あわれみの思想か

ら当時重要視された一時代的職業であって長くは続かなかった。しかし当

時は犬を殺したものは極刑に処せられたし、今川平助のような有名な犬医

者が出た。

　綱吉（つなよし）将軍の死後㍉不用犬は殺され、犬医師も職を失ったが、

数年後狂犬病が多発し多くの人が害を受けた。但し、その時は犬数も少く

爆発的大被害を受けずに済んだ。

（15）オランダ馬医入国

　享保10年（西歴1725年）以後にオランダから馬28頭を輸入、馬術、

馬医の法も人ってきた。この時に獣医ケイラスが長崎に渡来したが、これ
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は徳川喜府が招聰したもので、享保11年には江戸（今の東京）に出て、

今村市兵衛、吉雄忠次郎が附添い、ケイスル（ケイズルリングが本名）の

云うところを書きとり、又、洋書を訳して『オランダ馬養書』を著すこと

になった。これによって中国軍の馬医術は、一変して西洋獣医学を取入れ

ることになったのである。

¢4）島津義弘馬医術を学ぶ

　薩摩の藩主で馬医術を研究したものに島津義弘がある。彼はその技術を

部下の彦左衛門に授け且つ三稜針を与えたと云う。

（15グ諸国に発生した獣疫

　明治天皇の寛永18年（西歴1629年）以来から100余年に発生し

た家畜伝染病は、寛永18年に諸国に牛疫（Rinder　pestか否かは不明）

中御門天皇の頃に同じく牛疫、天保7、8年に広島に炭疵、弘化4年に鶏痘

が相模（神奈川県）に、天保年間山口に牛の気腫疽が発生し、同じく馬の皮疽

病（真のGland・・sa・dF・・c彊｝まないと思うが）が多発した・

’（16）雨滴書の出現と菊地宗太夫

　孝明天皇の嘉永4年（西翠1851年）に東水（とうすい）菊地宗太夫

（藤原武樹）が出馬新書を著した。これが日本における獣医解剖学の始め

である。従来の相伝になる解剖図は原始的か或は想像図に過ぎなかったが、

菊地によって、写生画と具体的説明が附されたことは真に画期的と云うべ

きである。彼れは晩年オランダ獣医学を遊んだので、筆癖としでは初の西

欧獣医学を学んだ人と云える。
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（17》翻訳官今村市兵衛

　今村源右衛門英生（えいせい）は、後に市兵衛と改名したが、通訳官

（通詞）となり、後に御用方通詞目附（ごようがた・つうしめつけ）とな

る。これは通詞の最高位であった。『オランダ馬養書』の出版では洋風獣

医学の開山とまで云われたが、ケイスルによる伝授は彼の獣医知識を大に

したものと云うべく、この意味で開山の語を附したのであろう。

（18）駒場農学校創立

　明治5年（西歴1872年）、政府は東京の内藤（ないとう）新宿に農事

試験場を設け、農業、牧畜を試験することとなる。同7年同場に農壌修学

場を併置し、獣医、農学を教える教師を英国サーレン・セスター農学校か

ら招く方針を立てた。同9年1876年に農学、獣医学の2課を設け、翌

年これを駒場野に移す。そして駒場農学校と改称し、予科、農学本科、獣

医科、農芸学科、・試訳科の5科を置く。その12月、校舎の新築完成し移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
転を終り、明治天皇の臨席を得て明治11年忌ら開講した。獣医教師はマ

ックブライド（；McBride）であった。これが後の東京大学農学部獣医

学科その他である。

（19）陸軍馬医官

　陸軍：では明治5年（西歴1872年）に深谷周三を上等二品に任じ、軍医

寮で事務をとらせた。これが軍獣医官として正式任官した始めである。翌

年馬面生徒15名を募集したが、学則では一般論学、解剖学、馬身窮理、

薬剤学、治療学を教えるわけで、最も当時獣医学の勝れているフランスか

らアンゴーが教師として招かれたのが1874年であった。
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（20）アジア6牛疫来る　　　　1　　　　　　　　，

　明滑5年（西脇1870年）にロシア（今のソビエト）では、35万頭

の牛疫病牛が発生し、同じ頃に韓国にも不明の二二が大発生した。根元は

シベリアと見られ、上海在住⑱米国領事マクガワン（McGawan）・は白

本外務省出張員に牛疫の危険を警告し、時の大学少助教石黒忠恵の意見書

発表もあった。長崎県は牛疫の侵入を恐れ政府に上申するところあり、明

治5年に果然内地に病毒侵入し、牛297頭が発病艶死した。かくて明治

10年（1877年）までに4万三頭を殺す惨事に陥ったのである。

（21）実際獣医学の発祥

　岩山敬義（いわやま・けいぎ）は大久保利通（おおくぼ・としみつ）内

務卿（ないむきよう）の許可の元に、千葉県印旛郡下に牧場を作ることに

努力し、明治8年（西歴1975年）に牧羊場を作ることに成功した。同

時に牧羊生徒70名を募集し、ジヨンス・レーサム（Jones　Lasum）、

リチャード・ケエ（Richard　Kee）などを教師とした。同11年（1878年）

に獣医の1科を置き速成を旨として教授し、これを駒場農学校変則獣医生　　・

と云った。これが将来東京帝国大学農学部実科獣医科となり、．更に今日の

東京農工大学獣医学科に発展した。

ノ

（22）ヤンソンの来日

　明治13年（1880年目に駒場農学校獣医学科教師としてドイツ人ヨ

　　　　　　　　　もハネス・ルードウイヒ・ヤンソン（Johanes　Ludwig　Janson）が来日

した。同年隆軍馬医黒瀬貞次（くろせ・さだじ）がフランスに留学しツー

ルーズ獣医学校に入学、又、同年ドイツのカール・トロエスター
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（Karl　Troester）が来日し、ヤンソンの助手となる。

（2萄小石川私立獣医学校開学

　明治14年（1881年）に陸軍二品の小沢温吉（おざわ・おんきち）

は同じく柳沢銀蔵と計り、東京の小石川護国寺境内において、その別院

（伝通院）『を借用することとし、小石川私立獣医学校を開設した。この時

以後同20年（1887年）に亘り国内各地に獣医学校、獣医講習所が開

かれた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

’（24）中央獣医団体の’出現

　明治14年（1881年）に駒場農学校内に共立獣医会が出来、獣医会

報を発行した。これが我国最初の獣医団体であった。同獣医会の中絶して

後、明治18年（1885年）に大日本獣医会が出来、会誌を発行した。

　同20年（1887年）、これを中央獣医会と改称したが、その後六会は

50年目歴史を持って、後に日本獣医学会と合併して今日に至る。

（2．5）獣医免許規則の発令

　明治11年（1878年）熊本県では獣医開業取締り並に試験規則を公

布した：が、同18年（1885年）に政府は太政官（だいじょうかん）布

告をもって獣医免許規則を公布した。これは獣医となるには獣医学術の試

験を受け農商務卿（のうしょうむきよう）から開業免状を得べきものであ

ることを法定したのである。同19年（1886年目の全国獣医数は410

人、仮免状所有者を合して翌20年の調査で2647名、その内の本免状

所有者は905名であることが判った。

　明治25年（1890年）に獣医免許規則を改めた。そして獣医免状を
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受ける資格を法定した。

（26）明治中期の家畜伝染病

　明治16年（1883年）以後の牛、馬の伝染病は福岡、熊本、福島、

山口、大分、広島、埼玉、愛知などに炭疽が発生、又、皮鼻疽も発生して

いるが、後者は真性のものかどうか不明である。

（27）獣類伝染病予防規則発令

　当時家畜が常に病気におびやかされ、その損害が大きか6たので、政府

は獣医の養成と獣疫関係の規則制定に尽力し、明治19年（1886年）

に獣類伝染病予防規則を設け、牛、馬、羊、豚の伝染病たる牛疫、炭疽、

鼻肛及び皮疽、伝染性胸膜肺炎、伝染性鶏口瘡（口蹄疫を云う）、二二の

予防取締りの法を定めた。

　この年農務省農務局に畜産課、獣医課を置く。又、明治29年に獣疫予

防法と改め気腫疽、豚コレラ、豚ロース、狂犬病を加え、対照畜に犬を容

れた。

（28）皮鼻疽の多発

　明治20年～24年（1887～1891年）の全国における皮鼻疽は

5，000頭に達し与倉東隆、時重初熊が西洋に発生しているBacillus

malleiであることを確認した。但し、黒瀬定治は剖検上、これは欧州に

発する徽性皮膚病であろうとした。又、時重も後に本邦皮疽病は日本皮疽、

仮性皮疽、通称rカサ」と云われ、仮性皮疽と称すべきものと論じた。
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（29）獣疫調査機関の新設

　明治24年（1891年）に、東京市外、滝野川町西ケ原にあった農商務

省仮国事試験場の一部2室に獣疫研究室を新設し、讃井勝毅（さぬい・し

ょうき）がその仕事を担当した。後に農林省獣疫調査所となり、やがて今

日の膿林省家畜衛生試験場となる基礎を作ったのである。

（50）陸軍獣医学校新設

　明治26年（1893年）に東京府荏原郡目黒村にある陸軍乗馬学校

内に獣医学校校舎を設け、従来の重症病馬学舎並に蹄鉄学舎を廃止した。

校長は騎兵中佐をあて、教官に獣医監、騎兵大尉．軍医などを置いた。元

来、我国の陸軍獣医は始め軍医部内に小さく設けられ、後に騎兵を主柱と

したものである。翌27年（1894年）に陸軍1等獣医の黒瀬貞次が獣

医監に始めて昇進した。かくて次々と人員を増し機能を拡大し、後に同校

長には獣医中将を置くまでに発展したわけである。

（51）結　　論

　大昔からの獣医衷を研究してみると、今日の獣医学は往時に比して天地

の差を来たし、隔段の進歩をみていることが明らかである。その組織体制、

獣医政並に獣医学において少くも明治期を中心にして考えても大変な変化』

があり向上発展した事実を感じとるものである。しかし獣医取締規則が実

際上に、又、大学や研究機関が学問上において、その発達に大きな原動力

となったことは否定し得ない。’

　規則のことを考えると、大正末期に、その時の獣医免許規則を改正して

獣医師法を公布させるべく、案を持ち、大会を開いて政府の発動を促がし、
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遂に大正15年4月7日（1926年）に獣医師法を発布させ、昭和2年

その施行規則と獣医師会令を公布するに致らしめたことが大いに斯学の発

展に舛果あらしめたのであって、その法規に基いて専門教育以上の学校を

出ることが獣医師になる一大要素となったこと、各都道府県には必ず地方

会を設けて、その団結による日本獣医師会を作ったこと、又その団結によ

って意声表示をや建言提案を行ない、斯道の組織を改善して行くことに大

きな効果があったわけである。

　一方、獣医大学は東京大学、北海道大学など多数の官立学校、府立、私

立大学を持ち各機関によって研究調査が行なわれ、医学、薬学、農学に並

行して社会の注目を浴びている事実も考えて良く、．各種指導、研究機関に

も之等大学の出身者が就業して行き、公衆衛生や家畜衛生は勿論吾々の指

導圏内に入っていることも喜ぶべき事実となってい』る。

　上記日本獣医師会の創立は昭和5年5月（1928年）であった炉、敗

戦後、’獣医師会及び装蹄師会が解散し、23年（1948年）に社団法人

日本獣医協会が新たに設けられることとなった。二二医師法は昭和24年

（1949年）に公布され旧法を廃止、又同26年（19．51年）に獣医

師会と改名したのである。これによって明治中期までの二二、大正期の獣

医なる称呼は獣医師と変った。

　減て綿織の点では人ρ保健所法が昭和22年（1947年）に公布され

保健所に多数の獣医師が就職すると共に、家畜保健衛生所も各県ごとに数

ケ所設けられ獣医学の実際応用により都市と農村を利しているのである。
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